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静脈侵襲への関連を疑わせた。単変量解析で静脈侵襲は ANGPTL4 発現以外に TNM
因子(p<0.001、p<0.001、p<0.005)、リンパ管侵襲(p<0.001)と正の相関が認められた。










隔・リンパ節再発症例に ANGPTL4 発現が多く認められた（それぞれ陽性症例が 18
例/20 例、18 例/21 例）。 
 ANGPTL4 は、レセプター不明の蛋白であり、signaling pathway も完全に解明されて
おらず特に腫瘍での働きは明らかではないが、以上の結果から、ANGPTL4 発現は、
食道癌における脈管侵襲の過程に関与する因子の一つと思われる。さらには転移、再
発を介して生存に影響する因子である可能性もある。ANGPTL4 が脈管侵襲に影響す
る生物学的なメカニズムについての解明にはさらなる研究が必要である。 
 
